
科目名
科目コード

001

学年・学科等名 1 学年
単位数・開講期 4 単位
総時間数 120 時間
担当教員

本校の教育目標 1 1

国語

石本　裕之・倉持　しのぶ

通年
全クラス 必修科目

一般人文科の教育目標

教育プログラムの学習・教育目標
JABEE基準

JABEE関連
教育プログラム科目区分

 
 

教  科  書  名 『精選国語総合』（東京書籍） 

補  助  教  材 
『精選国語総合学習課題ノート』（東京書籍）・『漢字の学習』（三省堂）・『高校国語へ

のブリッジ』（明治書院）・プリント 

参  考  書 『カラー版新国語便覧』（第一学習社）・国語辞典・漢和辞典・古語辞典 

 

A. 科目の教育目標 

①近代以降の様々な文章を読む能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え方を深め、進ん

で表現し読書することによって人生を豊かにする態度を育てる。 

 

B. 科目の概要 

日本語で思考し、日本語で表現する者にとって、しかるべき国語の力をつけることは最も基本的且

つ重要なことである。授業では、国語の学力向上を図って毎週定期的に演習の時間を設ける。（Ｆ「授

業内容」の「時間」覧に「＋１～２」とあるのがその目安である。）学力の定着と、漢字検定試験３級以上

（４年生までに２級）合格をめざそう。 

 

C. 学習上の留意点 

平常の授業に「きちんと取り組む」ということの内容を理解し、実行すること。 

 

① 学習に有用な、しっかりしたノート作りを確実に行い、理解力・表現力の伸長に心がける。 

▼はじめの授業にノート作り指導をする。以後、どの教材もその仕方で各自ノート作りを行うこと。 

▼現代文・古文・漢文それぞれ別個の、ノートを用いること。（ファイル式は不可。） 

▼古文は予習として、本文書写と活用語、特に助動詞の明示を怠らないこと。 

▼漢文は予習として、白文と書き下し文の記入を怠らないこと。 

▼現代文ノートでは特に、聞き取りながらメモする作業を重視すること。 

 

② 辞書を引き予習復習を行って、漢字力・語彙力を養成し、日常的な学習習慣を身につける。 

▼教材程度のレベルの文章を自力で読み解くことができるようになることが肝心。 

▼予習習慣の身に付けが、学習習慣身に付けの基礎であることを忘れないように。 

▼「自分で調べ、読み、書く」ことが「勉強」であると、銘記すること。 

 

③ 新聞を含め広く文章に親しみ、実際に読み書きすることを心がける。具体例としてコラム写書を

行うことを推奨する。 

▼必要な能力を身に付けるために、国語が不得意と自分で思う者ほど取り組む必要がある。 

▼平常点に結びつくものであるから、国語が不得意と自分で思う者ほど取り組む必要がある。 

 

D. 評価 

試験（８０％）、ノート・課題等平常点（２０％）で評価する。自主課題・漢字検定結果を加味する。 

 

 



E. 授業内容 

授業項目 時間 内     容 
教 育 
プログラム 

ガイダンス 

 

ノート法演習 

１ 

 

1 

・学習意義や評価法、検定受検の意義がわかる。 

・予習・復習、授業への取り組み方がわかる。 

・ノート法の基本を身につけ、習慣化できる。 

B-1,2,

C-1 

漢）入門＝格言（訓点・再読文字） 

 

故事＝矛盾 【漢しおり①②】 

４ 

+2 

２ 

・漢文に親しみ、漢字・熟語・基本的漢文の構造を

理解し、訓読文を読み下すことができる。 

・訓点を付けたり、書き下し文にしたりできる。 

B-1,2,

C-1 

現）随想＝愛するという言葉 

評論＝水の東西＋「基礎１」

（＝p.188） 

３ 

４ 

+3 

・筆者のものの見方感じ方を読みとることができる｡ 

・变述を正確に読みとることができる。 

・要旨まとめの基礎を身につけることができる。 

B-1,2,

C-1 

古）説話＝児のそら寝 

奥の細道＝漂泊の思ひ 

  【古しおり①②】 

３ 

３ 

+2 

・歴史的仮名遣いを理解し、古典に親しみ、現代の

言葉との関連を理解することができる。 

・係り結びなど古典文法の基礎を理解できる。 

B-1,2,

C-1 

（前期中間試験）               １ ＋１ 答案返却時指導  

漢）故事＝推敲・借虎威 

  唐詩＝登鸛鵲楼・絶句・涼州

詩・黄鶴楼【漢しおり③】  

３ 

３ 

+2 

・漢文の訓読や訓点・書き下し文に慣れ、身近な漢

文を読解することができる。 

・詩の形式を理解し、鑑賞することができる。 

B-1,2,

C-1 

現）評論＝文明のイデオロギー 

＋「基礎５」（＝p.196～） 

小説＝羅生門 

※「言葉と表現」＝p.182～187 

５ 

+2 

６ 

+2 

・論理の展開をとらえ、思考を深めることができる。 

・背景事項、人物の心理変化を的確に読みとり、小

説を味読することができる。 

※ ４００字の課題文章をまとめることができる。 

B-1,2,

C-1 

古）説話＝検非違使忠明 

竹取物語=なよたけのかぐや姫 

        【古しおり②③】 

２ 

３ 

+2 

・古文の文体に慣れ、作者のものの見方、感じ方、

考え方を理解することができる。 

・動詞の用法や、「活用」「活用形」が理解できる。 

B-1,2,

C-1 

（前期期末試験） ＋１ 答案返却時指導  

漢）文＝雑説 

史話＝臥薪嘗胆 

 【漢しおり④】 

３ 

３ 

+2 

・訓読や訓点・書き下し文に習熟し、表現の特色と

論の展開について理解することができる。 

B-1,2,

C-1 

現）評論＝・理解と誤解 

       

・「情報伝達」という神話 

※ 「沖縄の手記から」（小ﾃｽﾄも） 

６ 

+2 

４ 

+2 

・論理的な文章の構成を理解し、变述に即して読

解することができる。 

・提起された問題に対して自ら考えることができる。 

※ 精読し、読書レポートをまとめることができる。 

B-1,2,

C-1 

古）徒然草＝・序文 ・高名の～ 

  土佐＝馬のはなむけ 

【古しおり⑤】 

３ 

３ 

+1 

・古文の文体に慣れ､内容を理解することができる｡ 

・形容詞・形容動詞、助動詞の活用が理解できる。 

B-1,2,

C-1 

（後期中間試験）               １ ＋１ 答案返却時指導  

漢）思想＝論語 

孟子 

２ 

３ 

+3 

・漢文基礎力を固め、孔・孟の学問や政治に対する

考えを知り、自己の考えを深めることができる。 

・漢文の基礎知識を確かにすることができる｡ 

B-1,2,

C-1 

現）評論＝・ものと記号 

      ・断片化する世界 

５ 

４ 

+ 2 

・筆者の主張を的確に理解し、自らのものの考え方

感じ方を深めることができる。（余裕があれば、

詩歌を鑑賞する。） 

B-1,2,

C-1 

古）伊勢物語＝・芥川・東下り 

平家物語＝祇園精舎 

        【古しおり④】） 

５ 

２ 

+ 2 

･古文の基礎知識を確かにすることができる｡ 

･登場人物の心情・行動を正しく読みとり、歌物語

の特色を理解することができる。 

B-1,2,

C-1 

（学年末試験）  

 

F. 関連科目 

文学、言語表現、哲学、歴史、科学全般 

旭川高専2010 


